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Abstract 
 
 小笠原諸島海域では、日中に深層にいるメカジキを対象とした「たて縄漁業」が近年急速に成
長し、主要な産業の１つとなっている。また小笠原で漁獲されているメカジキ北太平洋系群は漁
業資源としても良好な状況であり、より漁業を効率化することが求められている。過去の研究か
ら、漁場形成は渦やフロントなどの海洋物理構造の影響を受けることが知られている。またメカ
ジキは日周鉛直移動を行う魚種であり、夜間は表層、昼間は深層に分布する。したがって、メカ
ジキの漁場推定においては、海洋の広域で水平的な環境構造を知ることに加え、鉛直的構造につ
いても把握し、メカジキの分布水深における環境についても考慮することが重要である。本研究
では衛星海面高度計のデータを用いて、Chaigneau et al.(2008)の提唱した方法により小笠原海
域に発生した渦の推定を行い、渦と漁場の関連について考察した。また、鉛直的環境構造につい
ても考慮するという観点から、Takano et al.(2008)の提唱した三次元水温構造推定手法を利用す
ることで、海水温の鉛直構造と漁場との関連についても考察を行った。漁業データについては小
笠原水産センター提供の漁獲位置および CPUE のデータを使用した。 
 渦の推定を行い漁場形成に最も影響が大きいと考えられる最近接渦（漁獲のあった位置から最
も近い距離にあった渦）について解析を行った。この解析から最近接渦は、渦半径がおよそ
50~100km、発生後は 0.06~0.07m/s の速度で西に伝播し、また高気圧性渦に比べ低気圧性渦が多い
ことがわかった。また最近接渦と漁獲のあった位置との位置関係についても解析を行った結果、
最近接渦が高気圧性である場合には漁獲位置からみて東側、低気圧性である場合には西側および
北東側に最近接渦が位置する傾向が見られた。さらに位置関係に加え CPUE についても解析を行っ
たところ、最近接渦が高気圧性か低気圧性であるかに関わらず、渦半径/渦漁獲位置間距離が 1~2
であるときに CPUE が高い傾向が見られた。また三次元水温構造推定手法により、漁獲位置におけ
る水温 10 度となる水深(以下 10 度水深)、および漁獲針の水深からメカジキの分布水深帯の水温
の推定を行った。10 度水深は漁獲位置によって違いがみられ、小笠原諸島の東側が漁獲位置とな
っている場合には、島の西側が漁獲位置になっている場合と比較して 10 度水深が深い傾向が見ら
れた。また 10 度水深と CPUE の関係についてみると、10 度水深の深い位置で漁獲を行っている場
合の方が CPUE の値が高い傾向が見られた。 
 以上のことから、海面高度データを利用した解析によりメカジキ形成と海洋物理構造との間に
一定の関係性を確認することができ、海面高度データは好漁場推定のための有用なデータである
と考えられる。 
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